
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜市鶴見区潮田地区センター秋まつり 

横浜つるみワイズメンズクラブ 会長  久保 勝昭 

令和元年９月２２（日）９時~16 時、横浜つるみワイズメンズクラブとしてあるプログラムに参加いたしまし

た。この催しは潮田地区センターで活動されている皆さんの発表・展示・体験をもとに開かれる年一度の大イ

ベントである。わがクラブも 11 月には生麦ケアプラザまつりで焼きそばを前日の仕込み、当日の販売を始め

てから今年で 7 年目に入る。久米さんと車で 9 時前に現地に着いて、まず目に入ったのが 1F・エントランス・

広場での出店で、その規模に驚かされた。「焼きそば・もつ煮・酒・ビール・おもちゃ」「かき氷・綿菓子」「フ

ランクフルト・やきとり」等いくつものブースがあり、かなりの賑わいをみせていた。“特設ステージ”では

イルヴェントマンドリーノ、鶴見総合高校和太鼓部の演奏があり一日中盛り上がっていた。 

地区センターＢ１・２Ｆでは鶴見オカリナサークル、潮同好会など１３団体による発表があった。また展示・

体験コーナーも２Ｆで行われていた。３Ｆ展示コーナーではちりめん工房・花糸、絵手紙同好会、虹の会、し

るくの会、はなみずきの会の、それぞれ個性的な作品が展示されていた。そして私たちの出番です。同じ場所

に絵手紙同好会がおり絵手紙をバックに希望する人の顔写真をとり予め P・C ないに２０２０年のカレンダー

作成しておき、今、撮ったばかりの写真をカレンダーにはめ込んで行く、と世界にたった一つしかないカレン

ダーができると云う。結構これが評判よく次から次へとお客さんが来て、カメラで写す仕事についた私に、お

弁当を食べる以外は休む時間がなかった。途中、PC のトラブルがあって４時近くまでかかってしまったが自

分が載っているカレンダーをみて嬉しそうにしている姿をみると来年もまたお手伝いしたいと思う。ちなみ

にこの作業が滞りなく出来たのも、つるみクラブのメンバーと、久米、中村両名のご主人と、お友達の岡部さ

んの力が大であった。         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜つるみワイズメンズクラブ ブリテン NO．3           2019.年 10 月 11 日 

2019-2020 主題 

国際会長：Jennifer Jones    

“Building today for a better tomorrow " 

         “On the MOVE!!” [さぁ動こう!!] 
 

：田 中  博 之    “Action!” 「アクション！」 

 

東 日 本 区 理 事：山 田  敏 明    「勇気ある変革」 

「みんなで力をあわせて 1.2.3」 

湘 南 ･ 沖 縄 部 長：森田 幸次郎     「ワイズを社会に広める基盤の 

再構築をする」 

ク  ラ  ブ  会  長：久 保  勝 昭    “良きつながりを持って”心ひとつに 

                            「無理のない奉仕活動を」 



大熊弁玉（おおくま べんぎょく） 

 幕末の歌人・三宝寺住職・神奈川区 

 

令和元年・９月１４日（月）・敬老の日、祭日で我が町の自治会主催の祝賀会が行われた。 

１１：３０の開会。会長挨拶の後、現在の三宝時寺住職の卓話があった。同じお寺の２１世住職

大熊弁玉のお話であった。この寺と住職の事は、神奈川区に長く住んでいるが、まったくの初耳

であった。弁玉はあまり知られてい ませんが、横浜での幕末、明治維新

の変革を読んだ歌人であります。文 政元年（1818）江戸浅草俵町の大

熊卯八の４男として生まれ芝増上 寺で学んだあと三宝寺の住職にな

った。以後明治 13 年（1880）年 ６３歳で没するまでの３０年間神

奈川の人となった。弁玉は、幕末、 明治維新の社会体制の急務な変化、

開港場、横浜の世情、文明開化の新 事物「蒸気車」「電信機」「ガス灯」

「人力車」「写真」などの現象を題 材にした長歌、短歌を数多く残した。

それらの作品は新体詩の先駆けと 評価されるばかりでなく、新しい横

浜の姿を伝える記録文学として今 日でも歌壇史に特異な位置を占め

ている。更に神奈川宿、保土ヶ谷宿を中心とした門人の育成や歌会の開催などの文学活動で神奈

川宿を一大サロンとした、のみならず横浜文化の興隆に貢献した。この文章は、ネットそして三

宝寺現住職の卓話時のレジメからとったものであるが、ネットで詳しく調べてみると興味深い

歌などがのっている。 

                                 （久保勝昭 記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

望欣台の碑と弁玉の歌碑   

https://s3-ap-northeast-1.amazonaws.com/monumento/pictures/488/original.jpeg?1410748832


天気の達人 天達と考える 「地球の今と災害対策」 ～多発する災害への備えとは～ 

日本気象協会 気象予報士 天達 武史（あまたつ・たけし） 

1975 年神奈川県生まれ。27 歳のときに気象予報士の資格を取得。フジテレビ系列

の情報番組「とくダネ！」の専属気象予報士に同番組の司会者の小倉智昭が「あまた

つ～！」と呼びかけることで、全国的に人気がでた。気象予報士になる前はﾌｧﾐﾘｰﾚｽﾄﾗ

ﾝに 9 年間勤めていて、調理師免許も取得。食材発注の責任者を務めるほどのキャリ

アだったが、天候によって客の入りが極端に上下していたということから、事前に天

気を予測して食材を過不足なく発注する必要性に迫られたことが予報士を目指すきっ

かけになった。合格率 5％ 7 回目で合格。大雨が降ったかと思えば、水不足のニュー

スが聞こえてくる。冷夏というニュースを聞いたかと思えば、猛暑日が続く。“異常”気象と呼ばれる

気象現象も、今では珍しくなくなってきました。その原因のひとつと言われているのが「地球温暖化」

です。「温暖化に備えて温室効果ガスを減らす」・「温暖化による熱中症、大雨、干ばつなどに備える」

ということが重要になります。講演では、映像やクイズをまじえながら、今の環境問題を分かりやすく

楽しくしお話をしていただき、お天気コーナーで鍛えてきたトーク力は抜群でした。 

「気づく」「考える」「行動する」3つの「K」で意識を持つことが大事 

「自分の安全は自分で守る」その次に「近隣のお年寄りの面倒をみる」その為には 

目で見て自分の地域を知ることが大事 

・天気予報の的中率 86％（雨と予想して雨が降る） 

     見逃し率  7％（晴れと予想して雨が降る） 

     空振り率  7％（雨と予想して雨が降らない） 

・降水確率 50％とは  降るか降らないか半分半分 1 時間に 1 ミリ以上の雨は傘が必要 

・近年の雨の降り方 「局地化」・「集中化」・「激甚化」現在は、新たなステージに入った。 

・雲の様子を観察  飛行機雲  飛行機の軌跡で生成される細長い線状の雲 

              上空が多湿、地上は快晴、雨が近い 

         積 乱 雲  入道雲、雷雲、乳房雲、豪雨、ゲリラ雨、雲、竜巻 

・雷の対処     屋内に避難、近くに建物が無い時は、足を閉じ、耳をおさえてしゃがむ。 

・大雨の避難       履きなれた運動靴が良い。ヘルメット着用、懐中電灯、ラジオ持参 

・週間予報を見るとき「A」は信頼度あり、「C」は信頼度が半分 

・災害が発生する危険が高いのは「避難指示」             （記 久米康子、中村純子） 

 

 

「あなたと子どもを災害から守る方法」 

防災は家庭から、生活に災害への備えを根付かせる 

             危機管理教育研究所 危機管理アドバイザー 国崎 信江 

１．地震に強い家で安全に暮らすこと。 
２．自宅ではできるだけ家具を少なくする。 
３．固定されていない物は動くということを知る。中身が飛び出さないようにしておく。 
４．キャスター付きは、斜め 2 点ロック。 
５．インテリアは柔らかい素材を選ぶ。（時計、写真立等ガラスは使わない） 
６．「ダンゴムシポーズ」で危険から体を守ろう。 
７．非常用品は防災ベストで備える。逃げるところに置いておく。 

 

 

 

 

 

８．携帯電話に「防災アプリを」を入れておく。「たすけて～!!」というアプリもある。家族と連絡れる 
  ようにしておく。                       （記 久米康子、中村純子） 

 

ダンゴムシ  
の     

ポーズ        

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%AA%BF%E7%90%86%E5%B8%AB


 

 

鶴 見 区 活 動 紹 介 「 お な か い っ ぱ い 食 堂 」  

担当主事・鶴見中央地域ケアプラザ所長 島田 徹 

鶴見中央地域ケアプラザでは、近隣の事業所 NPO 法人と共同し、毎月 1回

「おなかいっぱい食堂（子ども食堂）を実施しています。9/14 は「おにぎ

りととん汁」をおなかいっぱいいただきました。おにぎりは「たらこ」と「こ

んぶ」2種類で、豚汁は具だくさん！とても美味しかったです。約 40 名の

参加があり、「たらこのおにぎり初めて食べる！」と楽しそうに話してくれ

たお友だちや、「前回も来て、美味しかったから来た」という声などが聞か

れました。  ＝次回は 10/12（土）11：00～実施します＝ 

 

 

 

 

「YMCA ライフサポートセンタｰ鶴見」 

小規模多機能型居宅介護施設 

運営法人 横浜YMCA福祉会 

毎年敬老の日にちなんで、女声合唱団 モンカール（設立 58 年目）15名が訪問して、入所者の方々と

一緒に歌いました。敬老の日を祝う会を始めて 5 年目です。手拍子で「さいたさいた」を皆で合唱。 

身障の方も顔がほころび、指導者が郷里の話をすると、笑顔になりました。3 時のおやつが楽しく、 

会話がはずみ、音楽療法の良さを再発見したようです。 

 ♪ 聴 い て 楽 し む ♪  「大阪風お好み焼き・この広い野原いっぱい・ねむの木の子守歌            

もんしろ蝶々の郵便屋さん・チュウリップ・野菊・バラが咲いた」 

 ♪ みんなでうたおう♪  「ふるさと・もみじ・里の秋」         

※ 今後も継続できる限り訪問したいと思います。  （記 久米康子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
       

9 月在籍者数 9 月出席者数 出席率 

メンバー ９名 メンバー 9 名 100％ 

  ビジター 1 名  

計 ９名 合  計 10 名  

＜横浜つるみワイズメンズクラブ第 3 回例会＞ 

日時：2019 年 9 月 13 日（金）18：00～19：30 
場所：横浜市鶴見中央地域ケアプラザボランティアルーム 

出 席 者：久保、久米、駒井、島田、新改、中村、松井、吉本、渡邉 

ビジター：堀越由美 

【プログラム】 司会進行 松井美津子 

◎開会点鐘･挨拶 ワイズソング、ワイズの信条、久保勝昭 

【報告連絡】１．第 1 回湘南・沖縄部評議会､（東日本区、開会時間 

変更）久保勝昭 

      ２．8/22(木) 横浜クラブ主催納涼会出席(久保､久米､中村) 

  ３．8/23(金) つづきクラブ例会＆納涼懇親会出席 

        （久保、久米、中村、松井、吉本） 

      ４．8/24(土) 会員研修会 久保勝昭 

      ５．横浜市鶴見中央地域ケアプラザ 島田所長 

【審議事項】① ブリテン掲載について（8 月号）記事の配分 

      ② 十勝ワイズのジャガイモファンドについて 

③ 現在の各々のボランティア活動の支援について 

      ④  YOU&I コンサート支援について 

      ⑤ 9 月 28 日(土)新子安オルト・フリマ役割配分 

      ⑥ その他 

【連絡事項】⦿  10/11(金) つるみクラブ第 4 回例会  18.00～20.00 

【ハッピーバースデイ】該当者なし 

◎閉会点鐘：久保勝昭 

 

＜役 員 会＞ 

9 月 25 日（水）17 時～20 時 

出席者；久保、久米、中村 

    久保幸子（値付作業手伝い） 

議 題 

〇 ブリテン内容の検討 

〇 9 月 28日(土)新子安オルトモール 

フリーマーケット出店の根付作業 

〇 その他 

https://1.bp.blogspot.com/-PHzvKFBy8lo/XXyEsU-NSjI/AAAAAAAABBc/7pL-QxHUG7gvcTfjCUyZMKEA_BaViN3DgCNcBGAsYHQ/s1600/Web%E7%94%A81.jpg

